
13:00-16:00(土)2.152025.
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下記URLまたはQRコードからお申込みください。お申込み

担当者

対象者研修内容

お一人1デバイスご用意の上ご参加ください。
スマートフォンやタブレットでもご参加は可能ですが、PCでのご参加を推奨いたします。
事前にご自身でWi-Fi環境の整備、Zoomのインストール、カメラ、マイク等のご準備を　
お願いいたします。
ディスカッションの際にはカメラONでご参加ください。
研修会が近くなりましたら、資料を配信いたします。

お申込み締切
2月5日(水)

定員
30名

参加費
無料

精神保健看護における
権利擁護とリカバリー支援

みんなで
語ろう！

匿名・アバター
使用可

安心して発言できる
場を提供します

齋藤嘉宏    （令和健康科学大学）
田上博喜    （宮崎大学）
菊池美智子（もりやま総合心療病院）
中野眞樹子
                 （笑む笑む訪問看護ステーション）
根本友見    （国際医療福祉大学）

精神科経験年数3年～10年の看護師

倫理的側面、権利擁護の観点
から日常の看護実践において
葛藤していること、困惑して
いることの共有
私と職場のストレングス
自分たちのストレングスを　
活かした看護の検討

ディスカッション

倫理・権利擁護
リカバリーとは
ストレングスとは

講義

オンライン（Zoom）研修

中堅看護師対象研修会
日本精神保健看護学会　実践の質向上委員会主催

現在精神科の臨床（病院・訪問看護ステーション・
福祉施設等）で勤務している方を優先いたします

　2024年4月から、精神科病院における虐待の通報義務化が開始されたことで、当事者・看護師    
ともに当事者の権利への意識が高まっています
　本研修では、指導・リーダー的役割を担う中堅看護師の皆さんと共に、日常の看護実践における
葛藤や迷い、さらに自分たちのストレングスが、当事者の権利を尊重しながら当事者のリカバリー
をめざす看護にどのように活かすことができるのか、改めて考えるきっかけとします

https://forms.gle/fE76BMaRnMXaw6VW7

お申込み用QRコード▶

お問い合わせ：日本精神保健看護学会 実践の質向上委員会 　japmhnskill@gmail.com

～私たちのストレングスを看護に活かそう～

https://forms.gle/fE76BMaRnMXaw6VW7

